
SUPは、海などで専用のボードの上に立ち、パドルを用
いて水面を漕いで移動を楽しむウォーターアクティビ
ティで、波や風の無い穏やかな水面で楽しむという特徴
があります。一方で、荒天や技能不足による事故も発生
しています。

▲

SUPを安全に楽しむために、SUP関係団体が実施する講習等を受講し、
安全に関する知識・技能を身に付けましょう。
詳しくは、ウォーターセーフティガイド（SUP編）をご覧ください。

・ 令和２年におけるＳＵＰの事故者数は６６人で、令和元年と比較すると倍増
・ 事故内容別では風浪等の影響で沖合等に流され、陸岸に戻れない帰還不能が最も多く
   発生している

SUPの安全情報 ▲ ▲ ▲

WSG（SUP編）

SUPの事故を防止するための３つのポイント

●SUPの事故発生状況

1 気象・海象の確認
2 海に出る前にSUPに必要な基本技術を身に付ける
3 単独での行動は控え、複数で行動する

帰還不能
60人91%

負傷
4人6%

溺水
2人3%

ＳＵＰ
事故種類別
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